
開発した田んぼダム用器具を用いることで、水稲の生育や収量に影響を及ぼすことなく、手軽に降

雨時の水田流出量を抑制できる。水田を「田んぼダム」として積極的に活用することで、下流域の

浸水被害を軽減し、豪雨時の洪水被害軽減に貢献できる。

概要

背景・効果・留意点

近年増加する水害対策として、水田に一時的に雨水を貯留する田んぼダムが注目されている。田

んぼダムは水田を活用するため、農家の不安を解消し理解を得ることが何より重要となる。そこで、

水稲の冠水被害の特徴を明らかにし（図1）、水稲生育中も洪水被害を軽減する田んぼダムの機能

を示した。同時に、多数ある田んぼダム用器具のバリエーションの一つとして、水田への取り付けが

容易な堰板タイプの調整板を開発した（図2）。

現地水田で実証試験を行った結果、本器具によって大雨時に水田貯留機能を強化できることが

確認できた（図3）。田んぼダムは、広い範囲で取り組むと、より大きな効果が期待できる。
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図1 水稲生育時期と許容湛水
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図２ 開発した田んぼダム用器具（水位
調整板）の構造（例）
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図３ 田んぼダムの実証事例（豪雨直後）
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